
国立研究開発法人国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター主催
令和5年度第1回都道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会/連絡協議会向け研修会

肝炎情報センター 肝疾患研修室医長 是永匡紹 2023 0721

研修会事務局からのお知らせ
①アンケート（出席確認）
②今後の協議会・研修会予定
③拠点病院間連絡協議会・研修会の今後について
④相談支援システム
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①-a アンケート(9題+自由記載)回答のお願い
出席確認を兼ねていますので必ず返信(特にweb参加）をお願いします

下記QRコードを利用してスマートフォンからでも可能

https://www15.webcas.net/form/pub/ncgm_sys/kanen_202307

PWの聞き逃しに注意を現地参加者もお忘れなく！

PW：数字4文字

Web参加者
はzoom終了後
下記メッセージが

https://www15.webcas.net/form/pub/ncgm_sys/kanen_202307
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 ①-b 最終画面(左)⇒Thanks mail(右）
上記を確認してください！複数回答は辞めてください

↑登録後にThanks mailが届きます↑ アンケート最終画面

迷惑mail boxに分類・アドレス間違い↑
再回答する前に確認＋事務局に連絡を



⚫ 令和5年度肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会・協議会参加者向け研修会

⇒第2回2024年1月26日(金)（東京コンファレンスセンター品川）
Hybrid 開催 (オンデマンド配信はDVD→登録後に欠席した事業・事務担当者優先）

第2回研修会：ブロック会議地方公共団体好事例

⚫ 令和6年度肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会・協議会参加者向け研修会

⇒第1回2024年7月19日(金)* （東京コンファレンスセンター品川）

Hybrid 開催 (オンデマンド配信はDVD→登録後に欠席した事業・事務担当者優先）

第1回研修会：政策研究班(八橋班・江口班） *7/26から変更となりました

⚫ 令和５年度肝疾患相談・支援センター関係者向け研修会

⇒2024年3月1日(土) PM（場所: AP新橋）

⚫ 令和５年度肝炎対策地域ブロック戦略合同会議（6ブロック 月or金）

⇒2023年9月29日(金)～10月27日(金) 
Hybrid 開催 (オンデマンド配信はDVD→登録後に欠席した事業・事務担当者優先）

②-a 肝炎情報センター主催会議予定
→schedule確保・参加者選定を
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②-b 肝炎情報センター主催研修会予定
R5肝炎対策地域ブロック戦略合同会議(9月～10月の月・金⇒8/28までに出席登録)

ブロック名 ブロック世話人 拠点病院(72) 都道府県(47)・保健所設置市(87) 開催日時 開催場所

東海

北陸

浜松医科大学病院

肝臓内科　診療課長

川田　一仁　先生

富山県立中央、市立砺波総合、金沢大、

岐阜大、順天堂大学医学部付属静岡、

浜松医科大、名古屋大、名古屋市立大、

藤田医科大、愛知医大、三重大（11）

富山県、石川県、岐阜県、静岡県、愛知県、

三重県、富山市、金沢市、岐阜市、静岡市、

浜松市、名古屋市、豊橋市、岡崎市、

豊田市、 四日市市　（6県10市)

9月29日（金）

13：00～16：00

アクトシティ浜松

コングレスセンター5F

５２～５４会議室

中国

四国

香川県立中央病院

院長

高口　浩一　先生

鳥取大、島根大、岡山大、広島大、福山市

民、山口大、香川大、香川県立中央、

徳島大、愛媛大、高知大　（11）

鳥取県、島根県、岡山県、広島県、　山口県、

香川県、徳島県、愛媛県、　高知県、　鳥取

市、松江市、岡山市、倉敷市、広島市、福山

市、  呉市、下関市、高松市、松山市、　高知

市      （9県11市）

10月2日（月）

13：00～16：00

サンポート高松

高松シンボルタワー 6階

(かがわ国際会議場）

近畿

大阪大学　内科学講座

消化器内科学    教授

竹原　徹郎　先生

福井県済生会、滋賀医科大、大津赤十字、京

都大、京都府立医大、関西医科大、 　　　大

阪大、大阪公立大、近畿大、大阪医科薬科

大、兵庫医科大、奈良県立医科大、

南和歌山医療C、和歌山医大、神戸大　(15)

福井県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、

奈良県、和歌山県、福井市、大津市、京都市、

大阪市、堺市、東大阪市、枚方市、豊中市、

八尾市、寝屋川市、吹田市、一宮市、高槻市、

神戸市、姫路市、西宮市、尼崎市、明石市、

奈良市、和歌山市　（2府5県20市）

10月13日（金）

13：00～16：00

大阪大学

中之島センター

10階ホール1～4

北海道・

東北

福島県立医科大学

医学部　消化器内科学

講座  主任教授

大平　弘正　先生

北海道大、札幌医大、旭川医大、弘前大、

岩手医科大、山形大、東北大、秋田大、

市立秋田総合、福島県立医大（10）

北海道、青森県、岩手県、秋田県、宮城県、

山形県、福島県　札幌市、旭川市、小樽市、

函館市、青森市、八戸市、盛岡市、山形市、

仙台市、秋田市、郡山市、いわき市、福島市

（1道6県13市）

10月16日（月）

13：00～16：00

コラッセふくしま

４階多目的ホール

九州

福井県、滋賀県、京都府、大阪府、

C7兵庫県、奈良県、和歌山県、福

井市、大津市、京都市、大阪市、堺

市、東大阪市、枚方市、豊中市、八

尾市、寝屋川市、吹田市、一宮市、

高槻市、神戸市、 姫路市、西宮

市、尼崎市、明石市、奈良市、

G5  和歌山市　（2府5    県20

市）

久留米大、佐賀大、長崎医療C、熊本大、

大分大、宮崎大、鹿児島大、琉球大

（８）

福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、

宮崎県、鹿児島県、沖縄県、福岡市、北九州

市、久留米市、長崎市、佐世保市、熊本市、

大分市、宮崎市、鹿児島市、那覇市

（8県11市）

10月20日（金）

13：30～16：30

宮崎グリーンスフィア壱番館

KITENビル  8F 大会議室

関東

信越

東海大学医学部

内科学系消化器内科

領域　主任教授

加川　建弘　先生

茨城医療C、日立総合、自治医科大、獨協医

科大、群馬大、埼玉医大、千葉大、虎の門、

武蔵野赤十字、横浜市立大学附属市民総合医

療C、聖マリアンナ医科大、北里大、東海大

学、横浜市立大、新潟大、　　山梨大、信州

大　　　　　　　　　　(17）

茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、

東京都、神奈川県、新潟県、山梨県、長野県、

水戸市、宇都宮市、前橋市、高崎市、越谷市、

さいたま市、川越市、川口市、千葉市、船橋

市、柏市、八王子市、町田市、  横浜市、川崎

市、相模原市、横須賀市、藤沢市、茅ケ崎市、

新潟市、長野市、松本市、　　甲府市　（1都

9県23市）

10月27日（金）

14：00～17：00

神奈川県民ホール6階

大会議室
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今後もハイブリッドは継続予定⇒やむなく欠席者・最確認希望者へDVD

拠点病院間連絡協議会（拠点病院間の連携・共有＝均てん化）
⇒事業担当者(医師）・事務担当者（病院事務・相談センター事務担当）

は必ず出席を→ 病院代表として参加→会場参加２名まで交通費が支給

前回からwebで参加登録開始:
⇒事務担当者：出席者管理を（個別で登録されたかたは事務担当者連絡）

⇒事業(医師）・事務担当者2名で会場参加が理想！！！
異動後は速やかに肝炎情報C事務局に変更を

③-a 拠点病院間連絡協議会・研修会の今後について

事務だから研修会は欠席X
病院の仕事がbusyで全視聴不可X
グループワークを希望X

⇒施設長代理です
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③-b 拠点病院間連絡協議会・研修会の今後について
30分動画視聴依頼も締切1週間前まで1/3が視聴されず・・mailに配信せず

①施設長への依頼状

③事前に肝炎総合対策・拠点病院事業概略
を説明し会議参加依頼

（未視聴者1名）施設で共有されていますか？

事務担当者・参加者は
病院長(or上職)に
提出されてますか？

 

                   国立研究開発法人 国立国際医療研究センター 

                   肝炎・免疫研究センター 

                   肝炎情報センター長 考藤 達哉 

 

国立研究開発法人国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター主催 

令和 5年度第 1回都道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会・連絡協議会参加者（医師・

事業/事務担当者）向け研修会への御施設職員の会場派遣、Web(live)視聴の許可について 

 

 肝炎対策の推進につきましては、平素よりご指導、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、当情報センター事業の一つである拠点病院間の情報共有支援のため、下記により  

令和５年度第 1回都道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会および連絡協議会参加者向

け研修会をハイブリッド（会場＋live配信）にて開催することと致しました。 

 ご多用のところ誠に恐縮ですが、別紙の方々の会場への派遣、また live 視聴時間の確保に

ついてご高配賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

  

 

１．日  時  令和５年７月２１日（金） 

        拠点病院間連絡協議会     １３：００～１４：２０ 

        連絡協議会参加者向け研修会  １４：３０～１５：３０（最長 16：00） 

２．場  所   東京コンファレンスセンター・品川 コンファレンスルーム 402Ｎ 

        〒108-0075 東京都港区港南 1-9-36 アレア品川 4Ｆ 

TEL: 0120-723-011  
        http://www.tokyo-cc.co.jp/access_shinagawa.html 

        (+ Zoom meeting) 

３．内  容  別紙 01 Agenda案参照 

４. 出 席 者  別紙 02 参照 

５．旅  費  国立研究開発法人国立国際医療研究センターの旅費規程により支給 

※原則交通費のみ。宿泊に関しましては事務局までお問い合わせください。 

６．謝  金  なし 

７．問い合わせ  国立国際医療研究センター肝炎・免疫研究センター肝炎情報センター 

(担当 是永・小山） 

〒272-8516 千葉県市川市国府台 1-7-1 

Tel：047-372-3501  Fax：047-375-4760 

                                    以 上

②当初は(10時00分開始＋16時終了)
コロナ禍後⇒12時⇒12時30分⇒13時開始
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③-c 拠点病院間連絡協議会・研修会の今後について
出席状況：コロナ禍前は140名会場参加⇒hybrid190名→＋会場参加率↑

令和3年度 第2回 71施設（163名)
現地/Liveのみ募集  現地27名 Live 172名 (会議開始1か月前)

（マンボウ後に開催） 現地10名 Live 153名 (29名欠席＋無断視聴・欠席有)

令和4年度 第1回   71施設 （現地率 22%   182名) 
現地/Liveのみ募集           現地32名 Live 170名 (会議開始1か月前)

                                        現地29名 Live 153名 (20名欠席＋無断視聴・欠席有)

令和4年度 第2回   72施設 （現地率 24%  188名）            
現地/Liveのみ募集            現地48名 Live 152名 (会議開始1か月前)

      現地42名 Live 146名 (12名欠席＋無断視聴・欠席有)

令和5年度 第1回 72施設（現地率 42%  189名）
現地/Liveのみ募集 現地81名 Live 111名 (会議開始1か月前)

                                  現地79名 Live 105名 (7名欠席+1名事前動画未視聴)
 → 次回は事業＋事務担当者2名で会場参加を

ハイブリッド開催＋web参加者↑⇒登録後欠席者↑ 会場⇒Live変更者↑

無断視聴2名
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③-c2 拠点病院間連絡協議会・研修会の今後について
参加登録をweb化＋ハイブリッド開催の課題→拠点病院事業も病院業務

・複数回登録 ５件
⇒個人＋代表者が纏めて(3)⇒施設で要確認
⇒一度登録したことが不明(2)⇒Thanks mail 確認

・登録後締切後に出席希望欠席 5件
⇒締切を忘れいた+登録サイトが閉鎖(2)
⇒連携不足（3)  *7/19にも連絡有

・変更締切(6/30)後に視聴方法変更・欠席 3件
⇒会場→欠席(1)  業務 7/20 事務担当者

  ⇒会場→live(1)  業務 7/18  事業担当者
→Live→欠席(4) 体調不良・出張 7/19～7/21

         * 過去5回中4回登録後欠席(1)   事前動画未視聴(1)

ご施設の連携・
共有状況は？
会場欠席の
重要性は？
拠点病院事業
は業務では？

配布資料無
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③-d 拠点病院間連絡協議会・研修会の今後について
ブロック別現地参加率 ～多くのブロックで上昇も関東信越・近畿が↓～

九州ブロックは全施設会場参加は3回連続 継続中
事業・事務担当者は施設内関係者へ協議会・研修会内容を伝える役目＋他施設との連携要

R4　第1回
北海道・

東北

関東

信越

東海

北陸
近畿

中国

四国
九州 計

拠点病院数 10 17 11 14 11 8 71

現地参加人数 2 7 7 4 1 9 30

現地参加施設数 2 5 7 3 1 7 25

現地施設参加率 20% 29% 64% 21% 9% 88% 35%

R4　第2回
北海道・

東北

関東

信越

東海

北陸
近畿

中国

四国
九州 計

拠点病院数 10 17 11 15 11 8 72

現地参加人数 3 9 9 6 5 11 43

現地参加施設数 3 7 8 4 4 8 34

現地施設参加率 30% 41% 73% 27% 36% 100% 47%

R5　第1回
北海道・

東北

関東

信越

東海

北陸
近畿

中国

四国
九州 計

拠点病院数 10 17 11 15 11 8 72

現地参加人数 13 15 11 16 13 12 80

現地参加施設数 9 12 9 10 9 8 57

現地施設参加率 90% 71% 82% 67% 82% 100% 79%
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③-e 拠点病院間連絡協議会・研修会の今後について
次は各施設2名（医師事業担当者＋事務担当者）で会場へ

獨協：医師事業担当者参加無
岐阜：別会議主催で事業・事務担当者欠席も医師・事務代理出席

第２回2024年1月26日(金) R６回第１回2024年７月19日(金)*

R5　第1回
北海道・

東北

関東

信越

東海

北陸
近畿

中国

四国
九州

山形 獨協 岐阜 関西 岡山

聖マリ 金沢 兵庫 香川県中

東海 神戸

山梨 奈良

信州 滋賀

会場参加無

14施設

R5　第1回
北海道・

東北

関東

信越

東海

北陸
近畿

中国

四国
九州

旭川 埼玉 順天静岡 京都府立 鳥取

岩手(2)
武蔵野

赤十字

南和歌山

医療

北里

医師事業担当者

会場不在

（別医師参加除)

10施設 *7/26
～変更
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④-a 肝疾患患者相談支援システムとは？
2019年から全ての拠点病院使用（相談対応の充実は拠点病院の必須事業）

病院内の相談内容を記載を・・・
・相談対応の充実は肝炎対策基本指針も基づく
・個人情報に十分に配慮（セキリティ面は担保され運用開始・記載内容に配慮）
・肝疾患相談センター費用（国と都道府県＋一部情報C)＋システム運用費用（厚労省）



④-b 相談支援システム ユーザーとは
責任者or管理者は役目は極めて重要！！！

・システム責任者：ユーザー管理・記載内容確認
個人情報管理 等

・システム管理者：責任者の代行
・一般ユーザー（記載可能・閲覧のみ）

⇒青字:6か月連続アクセス無でユーザー削除
＋再登録可能：1か月以内にアクセス無or3ヶ月
間連続アクセス内で再削除（二度と登録不可）

ユーザー変更は肝炎情報センターではなくシステム
運営係へ(依頼は原則、責任者or管理者から）
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④-c 相談支援システム ユーザーとは
責任者/管理者はその役割を考えて！＋再登録者にはその必要性を

・システム責任者：一度もアクセス無(15)⇒関西
北里  岐阜 熊本 広島 香川 高知 山形 砺波
札幌 新潟 大阪 大津 武蔵野 獨協(体制確認要)
・システム管理者：熊本削除

・医師の責任者/管理者無(4)：順天静岡  南和歌山
 名古屋 愛知(体制確認)

・再登録ユーザー：39名⇒6名削除（5名は再登
録後1か月ログイン無 1名は一度アクセスも
３か月アクセス無）＋愛知（責任者削除）



④-d 相談支援システム利用状況 マンスリーレポート
入力件数(月約 1000件) ・・減少傾向も配信時はmail有 ユーザーの半数はアクセス

 〇 R4 年度（昨年度）最終件数 

多くの記載ありがとうございます。システム導入 4 年間で最少件数でしたが、2020 年度

とほぼ同数で、自由記載字数は年々増加しております。引き続きよろしくお願い致します。 

 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 上半期

2019年度 1152 1081 1277 1345 1100 1155 7110

2020年度 995 1007 1251 1259 1130 1138 6780

2021年度 1222 1071 1321 1272 1207 1257 7350

2022年度最終 1087 1136 1218 1236 1148 1114 6939

3ヶ月遅れで記載 4 18 25 2 8 0 57

4か月以上遅れで記載 78 67 54 64 36 43 342

上記で今月記載件数 0 1 2 0 0 0 3

参考：前年度比 -135 65 -103 -36 -59 -143 -411

参考：2020年度比 92 129 -33 -23 18 -24 159

参考：2019年度比 -65 55 -59 -109 48 -41 -171

10月 11月 12月 1月 2月 3月 下半期 Total

2019年度 1237 1194 1294 1098 1030 1126 6979 14089

2020年度 1175 1093 1070 1055 1168 1410 6971 13751

2021年度 1184 1212 1265 1063 1003 1250 6977 14327

2022年度最終 1093 1109 1064 972 1061 1237 6536 13475

３ヶ月遅れで記載 0 0 48 25 32 105 162 1.2%

4か月以上遅れで記載 57 45 22 13 137 479 3.6%

上記で今月記載件数 12 27 15 13 67 70 0.5%

参考：前年度比 -91 -103 -201 -91 58 -13 -441 -852

参考：2020年度比 -82 16 -6 -83 -107 -173 -435 -276

参考：2019年度比 -144 -85 -230 -126 31 111 -443 -614
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④-e 相談支援システム利用状況 活動報告
入力件数(月約 1000件) ・・減少傾向も配信時はmail有 ユーザーの半数はアクセス

過去の投稿実績：
R2年度 59施設
R3年度 44施設（1施設はHP/FBのみ）
R4年度 53施設（2施設はFB共有のみ  山口 琉球）

⇒①肝臓病教室②肝Co研修会③啓発・市民公開講座
④その他（医療従事者研修、独自の取り組む等）
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④-e.相談支援システム利用状況：記載内容の公開
質問や回答を公開することで相談対応者の均てん化を目指す(202211よりデモ)

1300件以上蓄積！！
関係者で確認して公開
個人情報は削除

検索画面



④-f.相談支援システム利用状況：記載内容の公開
6月末で60施設が公開（公開率15％）⇒全ての公開が目的でありまん

全てが公開対象では？ 個人情報は？⇒査読しています
公開希望もpending（約70件） 記載者のみならず
責任者・管理者は確認を
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④-h.相談支援システム利用状況：記載内容の公開
複数回にわたり質問者も多いですが、感染性に対する回答に断定的回答は・・

・乾いた血液は触れたかも？ ⇒ 肝炎ウイルスはどれだけ生存するのか？ ⇒
B型肝炎は１週間と聞いているがC型肝炎は？

・HBワクチンについて（家族にHBV陽性者、3回目で抗体が陽性化しない）

C型肝炎○○時間⇒○ヶ月生存 目からの感染はあり得るの注意

感染の可能性は少ないのでワクチン必要なし ４回目接種の有効性がない

触れた・目から感染はまずしない⇒心配であれば２～３ヶ月以降に肝炎ウイルス検査
やHBワクチンも検討⇒体外の生存期間は様々な報告があるも室温・ウイルス量に
異なる⇒生存＝感染ではない
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④-h.相談支援システム利用状況:活動指標
R3チャートは大きい上位施設（広島 名市大 大分 富山県中 虎の門）

1779件
0.87

1889件
0.90

600件
0.90

197件
0.87

858件
0.86



アンケート回答(=出席確認)をお願いします

現地参加者も忘れずに・Live参加者は退出後自動的にサイトへ

Live複数参加者は代表ではなく個別で

最後のPWは閉会の挨拶後！ 確認して退出を

下記QRコードを利用してスマートフォンからでも可能

https://www15.webcas.net/form/pub/ncgm_sys/kanen_202307

PW：数字4文字

https://www15.webcas.net/form/pub/ncgm_sys/kanen_202307
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